
風しんの追加的対策 検 索

風しん対策の詳しい情報については、厚生労働省のホームページをご覧ください。

事業所の「健診」ご担当者さまへ

厚生労働省

国の風しん対策 活用セミナー 開催のご案内（9/10）

職場の健診に「抗体検査」「予防接種」を費用負担なしで導入するノウハウを徹底解説

流行する「風しん」の感染リスクから社員とお客様を守るため、職場の健診を強化しませんか。

日本では、昨年から「風しん」の流行が続いています。そのため、市区町村は、免疫を持っ

ていない可能性が高い40～57歳の男性を対象に、無料で「抗体検査」・「予防接種」を受け

られるクーポン券を配布しています。

「風しん」から社員を守ることは、社会を守ることにつながります。クーポン券を事業所の

健診や人間ドックなどで利用できる仕組みがありますが、2022年３月末までの期間限定です。

事業主の皆さま、このセミナーを受講して、御社の健診を強化してみませんか。

セミナー 概要

日 時

会 場

定 員

9月10日（火）14:00～16:00（開場13:30）

※定員に達した場合は、その時点で受付を終了させていただきます。

300名（先着）・事前申込制

特別講演：「企業の社会的責任としての風疹対策」

講師：東京医科大学病院 教授 濱田篤郎

導入方法の解説、導入事例紹介 等

「国の風しん対策 活用セミナー ～風しんから、社員とお客様を守るために～」

三田共用会議室（東京都港区三田2-1-8）※地下鉄南北線「麻布十番駅」徒歩5分

セミナー申し込み先（厚生労働省健康局健康課予防接種室宛）

FAX：03-3502-3099

セミナーへのお申し込みは、

氏名、所属、連絡先をご記入の上、

右記までご連絡ください。

40～57歳の男性が風しんの感染を拡大させる可能性があります

 風しんは、風しんウイルスによっておこる急性の発疹性感染症で、強い感染力があります。

 飛沫感染により、症状が出る前からヒトからヒトへと感染が広がります。

 成人が発症した場合、高熱や発疹が長く続いたり関節痛になるなど、小児より重症化する

ことがあります。また、合併症を併発する危険もあります。

 妊娠初期の妊婦さんがウイルスに感染すると、生まれてくる赤ちゃんの目や耳、心臓に障害

が起こる可能性が高くなります。

内 容



 

 

 

「国の風しん対策 活用セミナー」開催 
参加申込書 

会場設営の準備などがあるため、恐縮ですが、9月6日（金）12:00までに 

ご返信ください。 

FAX ： 03（3502）3099 
 

 
 

社  名  

部署名  

氏  名 

 

（合計   名） 

連絡先 

電話：          FAX： 

Email： 

通信欄 
 

 

 

【セミナー申し込み先】 

厚生労働省 健康局 健康課予防接種室 
 
〒100-8916 東京都千代田区霞が関 1-2-2 

FAX：03（3502）3099 

（９月10日開催） 


